
　

本
年
10
月
末
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
８
月
26
日
に
第

１
回
臨
時
議
員
総
会
を
開

催
。
会
頭
及
び
監
事
の
選

任
が
行
わ
れ
、
会
頭
の
選

任
に
つ
い
て
は
、
仲　

浩

氏
（
㈱
中
津
急
行
代
表
取

締
役
社
長
）
が
満
場
一
致

で
再
任
さ
れ
た
。

　

監
事
に
つ
い
て
は
、
石

橋
敏
篤
氏
（
㈱
福
岡
銀
行

中
津
支
店
支
店
長
）、
佐

藤
哲
也
氏
（
㈱
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
中
津
支
店
支
店

長
）、
濱
田
秀

文
氏
（
オ
ガ
ウ

チ
濱
田
税
理
士

法
人
中
津
事
務

所
代
表
社
員
）

３
名
の
選
任
が

満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　

会
頭
・
監
事

の
任
期
は
３
年

間
。
仲
会
頭
は
、

平
成
25
年
に
会

頭
に
就
任
し
、

11
月
１
日
よ
り

四
期
目
を
努
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
役
員
・
議
員
選

挙
選
任
日
程
に
沿
っ
て
１
号

議
員
（
立
候
補
に
よ
り
選

挙
）、
２
号
議
員
（
各
部
会

か
ら
選
任
）、３
号
議
員（
重

要
商
工
業
者
よ
り
互
選
）

が
選
任
さ
れ
た
。

　

11
月
１
日
に
開
催
さ
れ

た
第
２
回
臨
時
議
員
総
会

の
議
案
は
、〈
中
津
商
工
会

議
所
定
款
の
変
更
に
つ
い

て
〉〈
中
津
商
工
会
議
所
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
〉〈
中

津
商
工
会
議
所
特
別
職
の

委
嘱
に
つ
い
て
〉〈
中
津
商

工
会
議
所
委
員
会
等
の
組

織
に
つ
い
て
〉。

　

冒
頭
、
仲
会
頭
は
「
中

津
商
工
会
議
所
は
、
約
２

０
０
０
社
の
会
員
の
皆
様
の

お
蔭
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
〈
会

員
第
一
〉の
心
構
え
で
、

会
員
の
皆
様
に
奉
仕

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
国
・
大
分
県
・

中
津
市
の
政
治
・
行

政
と
経
済
界
が
さ
ら

に
〈
連
携
〉
を
深
め
、

近
隣
市
町
村
と
も
協

力
し
合
い
、
私
た
ち
の

暮
ら
す
地
域
の
発
展

に
向
け
て
、
す
べ
て
の

市
民
の
皆
様
の
力
を

結
集
し
て
、
努
力
精

進
し
て
い
く
所
存
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

仲
会
頭
よ
り
副
会

頭
に
は
、
渡
邊
直
二

氏
（
㈱
オ
フ
ィ
ス
ワ
タ

ナ
ベ
代
表
取
締
役
）（
再

任
）、
細
川
唯
氏
（
㈱
ス
ー

パ
ー
細
川
代
表
取
締
役
）

（
再
任
）、
半
田
愼
一
郎
氏

（
ス
ホ
ー
電
機
㈱
常
務
取
締

役
）（
新
任
）、
長
野
信
一

郎
氏
（
㈱
ナ
ガ
ノ
取
締
役

会
長
）（
再
任
）
の
４
名
を

選
任
し
、
議
員
総
会
に
お

い
て
常
議
員
21
名
を
選
任
。

　

ま
た
、
顧
問
に
愛
宕
久

和
氏
、
相
談
役
に
東
迫
旦

洋
氏
、
参
与
に
城
戸
﨑
九

一
氏
を
委
嘱
す
る
こ
と
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

主
に
議
員
で
構
成
さ
れ

る
委
員
会
は
、
総
務
委
員

会
、
商
業
委
員
会
、
工
業

委
員
会
、
観
光
・
運
輸
・

情
報
委
員
会
、
社
会
・
サ

ー
ビ
ス
委
員
会
の
５
委
員

会
を
設
置
。
各
委
員
会
の

委
員
長
を
委
嘱
し
た
。

※

当
所
新
役
員
・
議
員
の

紹
介
は
２
・
３
面
に
掲
載
。

各
部
会
正
副
部
会
長
は
３

面
に
掲
載
。

中
津
商
工
会
議
所

役
員
・
議
員
65
名
決
ま
る

会
頭
に　

仲　

浩 

氏

11
月
１
日
よ
り
新
体
制
ス
タ
ー
ト

標目点重

11月1日に開催された第2回臨時議員総会

主に議員で構成される５委員会の委員長を委嘱した

会
議
所
ニ
ュ
ー
ス

会
議
所
ニ
ュ
ー
ス

なかつ
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大分県中津市殿町1383-1
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http://www.nakatsu-cci.org/

中津商工会議所

紙面紹介

　　「令和の時代」に入り4年目を迎えました。麗しく美しく、聖徳太子の「和を以て貴しと
為す」の精神で『世界の平和と人々の幸福』を目指す。この新元号の如く、私たちは美しい
国土や素晴らしい歴史と文化の伝統を持つ日本国民としての誇りを持ち、正しい道を進んで
いかなければなりません。
　2020年、新型コロナウイルス感染症というパンデミックが世界中、日本国中を大混乱に
落し入れました。2022年、ロシアがウクライナに侵攻し、悲惨な戦争に突入しました。戦
争は絶対にあってはならない「人類最大の悪」です。しかし、コロナも戦争もいまだに続い
ています。世界の政治経済は、多くの国で強権的な指導者が台頭し、米中対立、資源対立、
北朝鮮問題等の地政学的リスクが激しくなり、民主主義や自由経済主義、グローバル協力体
制が存亡の機にあります。
　我が国日本は、バブル経済が弾けてから30年。世界第2位の一人当たりのGDPは27位に落
ち、物価も給料も上がらない横ばいの国になってしまいました。世界一と言われた治安や医
療体制も誇れるものではありません。「決められない政治」、「問題先送りの行政」、「前例踏
襲の企業経営」が大きな原因だと言われています。このままでは、我が国は本当に弱小国に
なってしまいます。
　私は、今こそ、日本国中の人々や企業、様々な組織・団体が過去の惰性を廃し、正しく現
状を把握し、自ら努力すると同時に皆で協力していく、団結していくことが大切だと考えま
す。経済面では、大企業と中小企業が、上下関係や元請け下請け体制を見直し、「真の対等
の関係」を作っていく。日本商工会議所（小林　健会頭）が推進する「パートナーシップ構
築宣言」をすべての企業が取り入れ、実際に大企業と中小企業が共に成長し、共に豊かになっ
ていくために協力して行く。
　政治行政面でも、大都市と地方のパートナーシップを構築し、国・県・市町村の対等な関
係を実現し、今は地方の成長を優先する方向を作っていく。都会は先に発展したのだから、
次は地方を豊かにするために協力する。都市も地方も共に成長し、
共に豊かになっていくのです。そのためには、政治も経済もデジタル化やカーボンニュート
ラル、SDGsを目標に掲げ、様々な分野でイノベーション（革新）を起こしていくことが重要
です。
　我がまち中津市は、人口83,000人の大分県内第3の都市として、市民の幸福のために産業
経済面でもっと成長していかねばなりません。中津商工会議所は、地域の総合経済団体とし
て、その使命を担っていきます。大切なことは、「ローカルファーストの運動」を取り入れ、「中
津のすべての産業の発展のために、中津のすべての人々が連携・協力し、ともに支えあう体
制を作っていく」ことです。商業、工業、観光業、飲食業、医療、介護、金融、環境、情報関連、
さらに農業、林業、水産業などのすべての産業の発展に尽力していきます。
　そして、これからも「会員第一」の心構えで、2,000社会員の皆様に奉仕していきます。
さらに、国・県・市の政治・行政と経済界が「連携」を深め、近隣市町村とも協力し合い、
私たちの暮らす地域の発展に向けて、多くの市民の皆様の力を結集して、努力精進してまい
る所存です。皆様のご支援とご協力を何卒宜しくお願い申し上げます。
　中津商工会議所は、1933年（昭和8年）に創立されました。2023年（令和5年）には、お
陰様で「創立90周年」の佳節を迎えます。65名の商工会議所の全議員で実行委員会を組織し、
「地域とともに未来をつくる！」という理念を掲げ、数々の記念事業を実行します。御期待
ください。

会頭所信
〈日本商工会議所 創立100周年スローガン〉

地域とともに、未来をつくる
〈中津商工会議所 スローガン〉

令和の時代
新たな中津づくりの挑戦を
積極果敢に進めて行こう！

中津商工会議所

会頭　仲　　浩

１．創立90周年の記念事業を、会員第一と地域の未来のために、商工会議所
　　全議員と全職員が一致団結して実行する！
２．人にやさしい・きれいな・美味しい「まちづくり」を実践し、「おもてなしの
　　心あふれるまち」を構築して中津のブランド化を図り、中津と近隣地域の産
　　業・経済・文化・芸術・スポーツの発展を目指す！
３．強固な人材・組織・財政の基盤を有する商工会議所を作り、ローカルファー
　　ストの精神で2,000社会員の繁栄に貢献する！
４．中津地域の発展のための「社会資本・インフラ」の整備を積極的に要望する！
　　 （１）地域高規格道路「中津日田道路」の早期完成
　　 （２）山国川渡架橋（吉富町～小祝）の早期完成
　　 （３）都市計画道路宮永角木線（龍王橋～福沢通り）の早期完成
　　 （４）重点港湾中津港の整備促進－新しい碇泊地（バース）等の港湾施
　　　　　設の早期完成
　　 （５）東九州自動車道の大分県内４車線化の早期完成
　　 （６）東九州新幹線の早期着工と新幹線「中津駅」実現
５．未来宣言！現在８.３万人～「粘り強く目指せ人口10万人構想」！！

令和4年度 
中津商工会議所 
役員・議員
中津商工会議所５部会
正副部会長が決定し
新体制が始動

２
･
3
面

3
面
中津日田間地域高規格道路
促進期成会　中津日田道路
の整備促進を中央要望

大分県商工会議所連合会
広瀬知事に要望書

3
面
3
面
日本商工会議所会頭に
小林健氏

4
面
ＮＰＯ法人中津まちづくり
協議会
花の植栽事業を実施

『パートナーシップ構築
宣言』を作成しよう！

5
面
5
面

（1） 第408号会 議 所 ニ ュ ー ス令和４年（2022年）11月25日（金曜日）



令和４年度　中津商工会議所　役員・議員（敬称略）
常議員・監事・議員

仲　　　浩
㈱中津急行
代表取締役社長

渡邊　直二
㈱オフィスワタナベ
代表取締役

細川　　唯
㈱スーパー細川
代表取締役

半田　愼一郎
スホー電機㈱
常務取締役

長野　信一郎
㈱ナガノ
取締役会長

植木　克彦
㈱大分銀行中津支店兼鶴居支店

執行役員支店長

石津　丈司
大分みらい信用金庫

県北地区統括中津中央支店長

日野　克浩
ダイハツ九州㈱
代表取締役社長

新居　　博
㈱新居商店
代表取締役

大家　　覚
㈱三信建材社
代表取締役

愛宕　康平
愛宕自動車工業㈱
代表取締役

高野　諭輝
㈱高野商店
代表取締役

福成　清子
㈲商美専科フクナリ
代表取締役

岡崎　誠一
㈲岡崎建具製作所
代表取締役

山﨑　弘彦
大分県建設業協会中津支部

支部長

冨永　健司
（社福）九州キリスト教社会福祉事業団

理事長

野依　達也
㈱西野物産
代表取締役

佐藤　祐一郎
㈱宇佐屋
代表取締役

門松　孝治
九州電力㈱中津営業センター

センター長

青木　靖次
青木運輸倉庫㈱
代表取締役

伊藤　敏宏
㈱伊藤鉄筋工業
代表取締役

瀧　　　満
㈱M・ZEC
代表取締役

渡邊　敦樹
㈱ヨロズ大分
管理主任

黒瀬　孝一
㈱日大
代表取締役

山本　寛泰
伸和建設㈱
代表取締役

菊池　　徹
㈱カートピアキクチ
代表取締役

竹野　泰弘
中津商工会議所
専務理事

安藤　元博愛宕　久和東迫　旦洋城戸﨑　九一

恵上　貞之
㈲恵上商店
代表取締役

相良　建至
㈲中津自動車学校
代表取締役会長

村上　　徹
第一印刷㈱
代表取締役専務

山田　昭徳
㈱サンリブ
中津店店長

祐徳　秀信
㈱サンレー

取締役大分事業部長

綿丸　勝之
岡本土木㈱中津本店
執行役員中津本店長

横山　武由
㈱横山酒販
代表取締役

由良　信明
Design City Japan㈱

総務課長

臼田　真由美
㈲割烹丸清
代表取締役

永松　大茂
エヌティー興産㈲
代表取締役

寺下　　満
Ｔ-ＰＬＡＮ㈱
代表取締役

吉冨　麻里子
地方卸売市場中津中央青果㈱

代表取締役社長

入江　英時
トキワ電気工事㈱
代表取締役

内野　恭浩
㈱豊和銀行中津支店

支店長

小野　聖未
彩嘉㈱（割烹嘉乃）
代表取締役

池田　修治
㈲池田生花店
代表取締役

日高　正義
㈲日高商会
代表取締役

中野　 陽一
㈱ナカノ

代表取締役社長

高橋　啓一
高橋印刷所
代表者

中山　顕子
㈱日豊折込センター

取締役

嶋野　　浩
㈱山国商会
代表取締役

石橋　敏篤
㈱福岡銀行中津支店

支店長

佐藤　哲也
㈱西日本シティ銀行中津支店

支店長

濱田　秀文
オガウチ濱田税理士法人中津事務所

代表社員

茂木　匡哉
ＴＯＴＯサニテクノ㈱
経営企画部長

井上　英明
㈱イズミ　ゆめタウン中津

店長

鑓水　朋之
㈱エコア中津ガス支店

支店長

山口　和成
大分県信用組合中津支店

支店長

（2）令和４年（2022年）11月25日（金曜日）第408号 会 議 所 ニ ュ ー ス



令和４年度　中津商工会議所　役員・議員（敬称略）
常議員・監事・議員

永岡　侍紹央
中津家具㈱
代表取締役

近藤　広司
㈲ゆうしん
代表取締役

小南　　弘
㈱小南商店
代表取締役

梁　　善行
㈱松山商会
専務取締役

狩生　孝治
㈱TOP HOME
代表取締役会長　

岩渕　英司
㈱岩渕工務店
代表取締役

城戸　高史
㈱九電工中津営業所

所長

柿内　　信二
アクサ生命保険㈱大分支社中津営業所

所長

山本　昌豊
㈱さいえん
代表取締役

梶原　雄一
豊建設工業㈱
代表取締役

大下　靖彦
㈲大下電気工事
代表取締役

梅高　賢正
学校法人扇城学園

理事長

中津商工会議所部会組織図

中 津 商 工 会 議 所 ５ 部 会

正副部会長が決定し新体制が始動
　去る９月27日・29日・30日の３日間、商業部会、工業部会、観光・運輸・情報部会、金融・理財部会、
社会・サービス部会の総会を開催し、任期満了に伴う正副部会長の選任と２号議員22名の選任を行った。

大
分
県
商
工
会
議
所
連
合
会

広
瀬
知
事
に
要
望
書

中
津
日
田
間
地
域
高
規
格
道
路
促
進
期
成
会

中
津
日
田
道
路
の

整
備
促
進
を
中
央
要
望

　

大
分
県
商
工
会
議
所
連

合
会（
会
長
・
吉
村
恭
彰
大

分
商
工
会
議
所
会
頭
）は
10

月
31
日
、広
瀬
勝
貞
知
事
に

要
望
を
行
い
、中
津
商
工
会

議
所
か
ら
は
、仲
浩
会
頭
が

出
席
し
た
。

　

要
望
し
た
の
は
▽
東
九

州
自
動
車
道
の
県
内
区
間

全
車
４
車
線
化
の
早
期
完
成

に
つ
い
て
▽
中
津
日
田
道
路

の
建
設
促
進
に
つ
い
て
▽
山

国
川
河
口
部
の
架
橋
の
早
期

実
現
に
つ
い
て
▽
港
湾
整
備

の
促
進
に
つ
い
て
▽
日
本
遺

産「
耶
馬
溪
」観
光
の
振
興
に

つ
い
て
▽
食
品
ロ
ス
削
減
の

推
進
に
向
け
た
事
業
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て
ほ
か
23
項
目

（
内
、中
津
市
に
直
接
関
わ
る

項
目
は
10
項
目
）。

　

県
内
10
商
工
会
議
所
の

会
頭
ら
が
大
分
県
庁
を
訪

れ
、広
瀬
勝
貞
知
事
に
要
望

書
を
手
渡
し
た
。

　

吉
村
会
長
が
冒
頭
、「
本

年
は
、〈
コ
ロ
ナ
関
連
〉、〈
中

小
企
業
対
策
の
推
進
〉、〈
交

通
体
系
等
の
整
備
〉、〈
地
域

づ
く
り
の
推
進
〉、〈
そ
の
他
〉

の
５
つ
の
分
野
か
ら
、合
計

23
項
目
の
要
望
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
要
望
の
実
現
に

向
け
て
、何
と
ぞ
力

強
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。」と
あ
い
さ

つ
。そ
の
後
、新
規
４

項
目
と
一
部
新
規
を

含
む
継
続
１
項
目
に

つ
い
て
仲
会
頭
ほ
か

５
名
の
会
頭
か
ら
説

明
を
行
っ
た
。

　

仲
会
頭
か
ら
は
、

「
食
品
ロ
ス
の
削
減

は
、資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
、経
済
的
な
側
面
の
み

な
ら
ず
、国
の
安
全
保
障
や

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
と
っ
て
も

大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

つ
き
ま
し

て
は
、食
品
ロ

ス
の
削
減
に

積
極
的
に
取

り
組
む
小
売

業
者
や
飲
食

店
の
活
動
へ

の
助
成
、フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ

や
フ
ー
ド
バ

ン
ク
活
動
等

の
取
組
へ
の

支
援
な
ど
に

つ
い
て
、特
段

の
ご
配
慮
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。」と
新
規
要
望
項
目
で

あ
る〈
食
品
ロ
ス
削
減
の
推

進
に
向
け
た
事
業
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
〉の
説
明
を
行
っ

た
。

　

広
瀬
知
事
か
ら
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
社
会
経
済
が
打
ち
の
め

さ
れ
て
い
る
。要
望
に
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
く
。」と
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、御
手
洗
吉
生
県

議
会
議
長
に
要
望
を
行
い
、

御
手
洗
県
議
会
議
長
か
ら

は「
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、

大
分
県
議
会
の
各
会
派
に
周

知
す
る
と
と
も
に
、大
分
県

議
会
と
し
て
も
積
極
的
に
対

応
し
て
い
く
。」な
ど
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
。

広瀬知事から、「コロナ禍で社会経済が打ちのめされてい
る。要望にしっかり対応していく。」とコメントがあった

御手洗県議会議長から、「大分県議会としても積極的に
対応していく。」とコメントがあった

青
年
部

令
和
４
年
度

中
津
商
工
会
議
所

青
年
部　

臨
時
総
会

女
性
会

　

中
津
商
工
会
議
所
青
年

部
は
10
月
20
日
に
臨
時
総

会
を
中
津
商
工
会
議
所
３

階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、青

年
部
会
員
44
名
が
出
席
し

た
。

　

臨
時
総
会
の
冒
頭
、野
田

峰
一
会
長
が
、半
年
間
に
お

け
る
青
年
部
活
動
協
力
の
お

礼
と
、Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
中
津
２
０
２
２
等
、今
後

の
事
業
に
対
す
る
意
気
込
み

を
力
強
く
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、第
１
号
議
案

〈
令
和
５
年
度
中
津
商
工
会

議
所
青
年
部
会
長
選
任

（
案
）〉に
つ
い
て
、当
年
度
副

会
長
で
あ
る
佐
々
木
裕
作
氏

（
㈲
ハ
ル
ミ
ネ
）よ
り
立
候
補

が
あ
り
、満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。ま
た
、第
２
号
議
案

〈
令
和
４
年
度
中
津
商
工
会

議
所
青
年
部
補
正
予
算

（
案
）〉に
つ
い
て
も
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

　

臨
時
総
会
後
、現
在
の
中

津
Ｙ
Ｅ
Ｇ
役
員
の
活
動
を

知
る
こ
と
で
、会
長
・
役
員
を

目
指
す
人
材
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
た〈
役
員
に
話

を
聞
い
て
み
よ
う
例
会
〉を

開
催
。各
役
員
は
、青
年
部

活
動
や
自
社
の
事
業
に
対
す

る
思
い
を
熱
く
語
り
、参
加

者
か
ら
の
質
問
に
は
丁
寧
に

答
え
て
い
た
。活
発
な
意
見

交
換
な
ど
、大
変
有
意
義
な

時
間
と
な
っ
た
。

　

中
津
商
工
会
議
所
青
年

部
で
は
新
入
会
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。各
事
業
所

の
経
営
者
並
び
に
後
継
者
、

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
方
で

42
歳
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
入

会
可
能
で
す
。ご
希
望
の
方

は
、中
津
商
工
会
議
所
青
年

部
事
務
局（
℡
22-

２
２
５

０
）、ま
た
は
青
年
部
メ
ン

バ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

　

11
月
２
日
、
佐
伯
市
の
ホ
テ

ル
金
水
苑
に
て
、
大
分
県
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
・
令

和
４
年
度
第
２
回
役
員
会
正
副

会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
９
月
28

日
通
常
総
会
津
久
見
大
会
の

報
告
と
各
単
会
の
事
業
報
告

に
続
き
、
次
年
度
の
開
催
地
、

令
和
５
年
度
総
会
（
中
津
市
）

と
役
員
会
（
宇
佐
市
）の
確
認
。

そ
の
後
、
次
世
代
地
域
活
性

化
事
業
（
補
助
金
）
の
実
施

状
況
と
地
方
創
生
プ
ラ
ン
補

助
金
活
用
に
つ
い
て
話
し
合
い

に
な
っ
た
。
こ
の
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
、
各
自
の
事
業

所
も
厳
し
い
中
、
女
性
会
と

し
て
各
単
会
が
新
し
い
事
業
を

活
用
し
活
動
す
る
む
ず
か
し

さ
。
直
面
し
て
い
る
会
の
高
齢

化
と
会
員
の
減
少
に
伴
う
役

員
不
足
。
悩
み
は

ど
の
女
性
会
も
同

様
な
意
見
と
な
り
、

次
回
に
向
け
て
前

向
き
に
取
り
組
む

事
が
課
題
と
な
る
。

　

講
演
会
で
は
、

講
師
に
㈲
宮
明
薬

局
薬
剤
師
宮
明
洋

一
郎
氏
を
迎
え
て
、

「
病
院
で
は
教
え
て
く
れ
な
い

健
康
の
話
」
を
し
て
頂
い
た
。

　
『
人
間
が
本
来
持
っ
て
い
る

自
然
治
癒
力
（
体
力
、
抵
抗
力
、

修
復
力
）
を
高
め
て
、
病
気
に

な
り
に
く
い
体
に
し
て
い
く
事

で
病
を
追
い
出
す
』、『
薬
は
一

時
的
に
症
状
を
抑
え
る
が
、
治

す
力
は
持
っ
て
な
い
』
な
ど
、

病
院
の
先
生
方
の
立
場
と
は
違

う
見
解
で
、
新
鮮
な
気
持
ち

で
受
け
止
め
ら
れ
た
。
講
演
の

中
で
、
何
事
に
対
し
て
も
『
素

直
さ
と
根
気
強
さ
』
は
健
康

で
あ
る
為
の
重
要
な
パ
ー
セ
ン

テ
ー
ジ
を
占
め
る
と
い
う
話
が

あ
り
、
身
体
は
も
ち
ろ
ん
、

心
も
健
康
で
あ
り
た
い
と
痛
感

す
る
。

講
演
後
は
佐
伯
の
海
の
幸
な
ど

求
め
て
道
の
駅
に
立
ち
寄
る
。

　

明
日
か
ら
も
又
、
コ
ロ
ナ
禍

に
負
け
ず
頑
張
ろ
う
と
思
え
る

有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
。

三
好　

光
枝
　

中
津
日
田
間
地
域
高
規

格
道
路
促
進
期
成
会
（
会

長
・
奥
塚
正
典
中
津
市

長
）
は
10
月
25
日
〜
26
日

に
中
央
省
庁
等
に
対
し
て

要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　

関
係
者
約
20
名
が
出
席

し
、
中
津
商
工
会
議
所
か

ら
は
、
仲　

浩
会
頭
（
同

期
成
会
監
事
）
が
出
席
し

た
。

　

麻
生
太
郎
自
民
党
副
総

裁
、
鈴
木
俊
一
財
務
大
臣
、

斉
藤
鉄
夫
国
土

交
通
大
臣
を
は

じ
め
岩
屋
毅
衆

議
院
議
員
な
ど

大
分
県
選
出
国

会
議
員
及
び
関

係
各
省
幹
部
に

対
し
、
地
域
高

規
格
道
路
「
中

津
日
田
道
路
」

の
〈
１
．
事
業

中
区
間
の
早
期

完
成
〉
特
に
、

国
直
轄
事
業
で

進
め
る
「
三
光

本
耶
馬
渓
道
路
」
早
期
開

通
、〈
２
．
未
着
手
区
間
の

早
期
事
業
化
〉、〈
３
．
道

路
整
備
予
算
の
確
保
〉
等

を
要
望
し
た
。

　

さ
ら
に
、
中
津
下
毛
管

内
の
道
づ
く
り
を
考
え
る

女
性
の
会
・
水
谷
ト
シ
ヱ

会
長
や
日
田
市
の
明
日
の

道
を
想
う
女
性
の
会
・
合

谷
由
美
子
会
長
が
、
地
域

で
生
活
す
る
住
民
の
視
点

か
ら
必
要
性
を
説
明
し
た
。

　

仲
会
頭
か
ら

は
、「
三
光
本

耶
馬
渓
道
路
の

早
期
開
通
と
と

も
に
、
耶
馬
溪

山
国
道
路
と
日

田
山
国
道
路
の

整
備
支
援
、
資

材
価
格
が
高
騰
す
る
中
で

も
地
方
の
視
点
で
実
情
に

十
分
配
慮
し
、
計
画
的
か

つ
着
実
に
道
路
整
備
を
進

め
る
た
め
に
必
要
な
予
算
・

財
源
の
確
保
な
ど
、
一
日
も

早
い
全
線
の
完
成
を
お
願

い
す
る
。」
と
強
く
要
望
し

た
。

　

な
お
、
三
光
本
耶
馬
渓

道
路
の
う
ち
田
口
Ｉ
Ｃ
〜

青
の
洞
門
・
羅
漢
寺
Ｉ
Ｃ

間
（
延
長
５
・
３
キ
ロ
）
に

つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度

に
開
通
予
定

と
な
っ
て
い

る
。

　

中
津
日
田

道
路
は
、生

活
、
産
業
、

観
光
面
等
に

お
い
て
、
活

力
の
あ
る
中

津
日
田
地
域

の
地
域
づ
く

り
を
支
援
す

る
た
め
、中

津
港
か
ら
日
田
市
に
至
る
、

延
長
約
55
㎞
の
地
域
高
規

格
道
路
。そ
の
う
ち
22
・
８

キ
ロ
が
開
通
し
て
い
る
。

　

九
州
横
断
自
動
車
道
や

東
九
州
自
動
車
道
と
連
結

し
、
福
岡
市
や
北

九
州
市
な
ど
の
循

環
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
。

※

地
域
高
規
格
道

路
と
は
、
高
速
自

動
車
国
道
を
補
完

し
路
線
全
体
と
し

て
概
ね
60
㎞
／
ｈ

以
上
の
高
速
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
規

格
の
高
い
道
路
で
、

中
津
日
田
道
路
の

整
備
に
よ
り
、
両
市
間
の

所
要
時
間
は
約
30
分
短
縮

さ
れ
る
。

仲会頭からは、「食品ロスの削減は、ＳＤＧｓの達成にとっても
大変重要な課題」と要望の趣旨を説明した

仲会頭から「三光本耶馬渓道路の早期開通など、一
日も早い全線の完成をお願いする。」と強く要望した

麻生太郎自民党副総裁

鈴木俊一財務大臣 斉藤鉄夫国土交通大臣
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小
規
模
事
業
者
の
み
な

さ
ま
が
事
業
用
資
金
の
借

入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
場

合
、
当
所
と
し
て
最
も
お

勧
め
し
た
い
融
資
制
度
は
、

「
小
規
模
事
業
者
経
営
改

善
資
金
（
通
称 

マ
ル
経
融

資
）」
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
商
工
会

議
所
が
行
う
経
営
指
導
に

基
づ
き
、
事
業
用
資
金
を

必
要
と
す
る
事
業
者
を
商

工
会
議
所
が
推
薦
し
、
無

担
保
・
無
保
証
人
で
日
本

政
策
金
融
公
庫
が
融
資
す

る
も
の
で
す
。

　

融
資
対
象
と
な
る
事
業

規
模
は
従
業
員
が
20
人
以

下
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

の
場
合
は
５
人
以
下
）
の

法
人
・
個
人
事
業
主
の
方

（
小
規
模
事
業
者
）
に
拡

大
さ
れ
、
融
資
限
度
額
も

２
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
平
成
26
年
１
月
７

日
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
業
の

う
ち
、
宿
泊
業
、
娯
楽
業

《
映
画
館
等
》
の
従
業
員

要
件
が
緩
和
さ
れ
、 

従
業

員
20
人
ま
で
の
事
業
者
が

新
た
に
融
資
対
象
に
な
り

ま
し
た
。）

　

令
和
４
年
11
月
現
在
の

マ
ル
経
融
資
の
金
利
は

「
１
・
１
５
％
（
固
定
・
利

率
は
金
融
情
勢
に
よ
っ
て

変
動
し
ま
す
。）」
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ル
経
融
資
を
ご
利
用
に
な

る
際
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
先
ず
、
自
社
が
融
資
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。（
下
表

の
「
ご
利
用
い
た
だ
け
る

方
」
の
欄
を
参
照
）

・
要
件
を
満
た
す
方
は
、

資
金
を
必
要
と
す
る
期
日

の
少
な
く
と
も
１
ヶ
月
以

上
前
に
商
工
会
議
所
に
推

薦
依
頼
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。※

推
薦
に
は
、
商
工
会

議
所
内
の
マ
ル
経
審
査
会

で
審
査
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

審
査
会
の
開
催
日
程
と
推

薦
依
頼
日
の
兼
ね
合
い
に

よ
っ
て
は
、
決
定
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
マ
ル
経
融
資
の
推
薦
に
あ

た
っ
て
は
、
当
所
の
経
営

指
導
員
が
み
な
さ
ま
よ
り

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
推

薦
書
を
作
成
し
ま
す
の
で
、

貴
社
の
担
当
と
な
っ
た
経

営
指
導
員
と
一
緒
に
書
類

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
経
営
改
善
計
画
の

立
案
に
つ
い
て
、
事
前
に

当
所
の
経
営
指
導
員
に
協

力
を
要
請
し
、
計
画
策
定

段
階
か
ら
経
営
内
容
や
改

善
策
を
相
談
す
る
こ
と
も

有
効
な
方
法
の
一
つ
で
す
。

ど
ん
ど
ん
経
営
指
導
員
を

活
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

詳
細
な
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
中
津
商
工
会
議

所
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

将
来
の
備
え
＆
節
税

今
日
か
ら
お
ト
ク
、
未
来
も

ナ
ッ
ト
ク

　

国
の
機
関
で
あ
る
中
小
機

構
が
運
営
す
る
小
規
模
企
業

共
済
制
度
は
、
小
規
模
企

業
の
経
営
者
や
役
員
、
個
人

事
業
主
な
ど
の
た
め
の
、
積

み
立
て
に
よ
る
退
職
金
制
度

で
す
。
現
在
、
全
国
で
約
１

５
３
万
人
の
方
が
加
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
掛
金
は
全
額
を

所
得
控
除
で
き
る
の
で
、
高

い
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

将
来
に
備
え
つ
つ
、
契
約
者

の
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ

ト
を
受
け
ら
れ
る
、
今
日
か

ら
お
ト
ク
な
制
度
で
す
。

１
．
安
心
・
確
実
？

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度

は
、
法
律
（
小
規
模
企
業

共
済
法
）
に
基
づ
く
制
度
で

あ
り
、
国
が
全
額
出
資
し
て

い
る
独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
が
運
営

し
て
い
ま
す
。

２
．
制
度
に
加
入
で
き
る
人

は
？

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
に

加
入
で
き
る
の
は
、
次
の

方
々
で
す
。

●
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が

20
人
以
下
（
宿
泊
業
・
娯

楽
業
を
除
く
サ
ー
ビ
ス
業
、

商
業
で
は
５
人
以
下
）
の
個

人
事
業
主
お
よ
び
会
社
の
役

員●
事
業
に
従
事
す
る
組
合
員

が
20
人
以
下
の
企
業
組
合
の

役
員
、
常
時
使
用
す
る
従

業
員
が
20
人
以
下
の
協
業
組

合
の
役
員

●
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が

20
人
以
下
で
あ
っ
て
、
農
業

の
経
営
を
主
と
し
て
行
っ
て

い
る
農
事
組
合
法
人
の
役
員

●
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が

５
人
以
下
の
弁
護
士
法
人
、

税
理
士
法
人
等
の
士
業
法
人

の
社
員

●
小
規
模
企
業
者
た
る
個

人
事
業
主
に
属
す
る
共
同
経

営
者
（
個
人
事
業
主
１
人
に

つ
き
２
人
ま
で
）

※

共
同
経
営
者
と
は
、
事

業
主
と
と
も
に
経
営
に
携

わ
っ
て
い
る
方
で
次
の
①
②

を
と
も
に
満
た
す
方
と
な
り

ま
す
。

①「
事
業
の
経
営
に
お
い
て

重
要
な
意
思
決
定
を
し
て
い

る
、
ま
た
は
事
業
に
必
要
な

資
金
を
負
担
し
て
い
る
」

②「
事
業
の
執
行
に
対
す
る

報
酬
を
受
け
て
い
る
」

３
．
毎
月
の
掛
金
は
ど
の
く

ら
い
？

　

掛
金
月
額
は
１
千
円
〜
７

万
円
の
範
囲
内
（
５
百
円
単

位
）
で
自
由
に
選
べ
ま
す
。

　

加
入
後
も
掛
金
月
額
は

増
額
・
減
額
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、払
込
み
方
法
も「
月

払
い
」「
半
年
払
い
」「
年
払

い
」
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け

ま
す
。

４
．
掛
金
は
税
法
上
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

　

掛
金
は
、
全
額
が
「
小

規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控

除
」
と
し
て
、
課
税
対
象
所

得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。（
１

年
以
内
の
前
納
掛
金
も
同
様

で
す
）

５
．
共
済
金
は
ど
ん
な
と
き

に
受
け
取
れ
る
の
？

　

共
済
金
は
廃
業
時
・
退

職
時
に
受
け
取
れ
ま
す
。
満

期
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
例
：

共
同
経
営
者
の
方
は
、
個
人

事
業
主
の
廃
業
に
伴
う
退
任

な
ど
。）

※

共
済
金
等
の
請
求
事
由
が

生
じ
て
も
、
特
定
の
要
件
に

該
当
す
れ
ば
、
共
済
金
等

を
受
け
取
ら
ず
に
、
所
定
の

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
の
掛
金
納
付

月
数
を
通
算
し
て
共
済
契
約

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

６
．
共
済
金
の
受
取
り
方
法

と
税
法
上
の
取
扱
い
は
？

　

共
済
金
の
受
取
り
は
、「
一

括
」「
分
割
（
10
年
・
15
年
）」

「
一
括
と
分
割
の
併
用
」
の
い

ず
れ
か
を
お
選
び
い
た
だ
け

ま
す
。
税
法
上
、
一
括
受
取

り
に
よ
る
共
済
金
は
「
退
職

所
得
扱
い
」、
分
割
受
取
り

に
よ
る
共
済
金
は
「
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
」
と
な

り
ま
す
。

７
．
事
業
資
金
も
借
り
入
れ

で
き
る
の
？

　

契
約
者
（
一
定
の
資
格
者
）

の
方
は
、
納
付
し
た
掛
金
合

計
額
の
範
囲
内
で
、
事
業
資

金
等
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ

ま
す
（
担
保
・
保
証
人
は

不
要
）。

【
貸
付
け
の
種
類
】

一
般
貸
付
け
、
疾
病
災
害
時

貸
付
け
、
創
業
転
業
時
・
新

規
事
業
展
開
等
貸
付
け
、
福

祉
対
応
貸
付
け
、
緊
急
経
営

安
定
貸
付
け
、
事
業
承
継
貸

付
け
、
廃
業
準
備
貸
付
け

８
．
共
済
金
の
受
給
権
は
？

　

共
済
金
・
解
約
手
当
金
の

受
給
権
は
、
国
税
等
滞
納
の

差
押
え
以
外
は
、
差
押
禁

止
債
権
と
し
て
保
護
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
他
、
小
規
模
企
業
共

済
制
度
に
関
す
る
詳
細
な
内

容
や
お
手
続
き
に
つ
き
ま
し

て
は
、
中
津
商
工
会
議
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
務
申
告
や
経
営
状
態
の
把
握
の

た
め
に
は
日
々
帳
簿
を
つ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
日
々
の
お
金
の
出
し
入
れ
を

き
ち
ん
と
管
理
し
て
記
録
し
て
い
く
の

は
大
変
な
こ
と
。
専
門
知
識
が
な
け

れ
ば
処
理
方
法
が
わ
か
ら
な
い
部
分

も
数
多
く
生
じ
ま
す
。
手
間
も
人
手

も
専
門
知
識
も
必
要
と
す
る
経
理
事

務
を
代
行
す
る
の
が
記
帳
代
行
で
す
。

　

毎
日
の
取
引
を
当
所
指
定
の
日
計

表
に
記
入
し
て
、
毎
月
１
回
提
出
す
る

だ
け
で
、
元
帳
・
残
高
試
算
表
・
各

月
の
売
上
比
較
な
ど
を
作
成
し
ま
す
。

　

総
勘
定
元
帳
へ
の
転
記
や
残
高
試
算

表
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
時

間
が
か
か
り
直
接
売
上
に
も
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
当
所
の
記
帳
代
行
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
中
津
商
工
会
議

所
の
専
門
職
員
が
代
行
し
ま
す
の
で
、

そ
の
時
間
本
来
の
業
務
に
専
念
で
き
ま

す
。

　

入
力
の
結
果
は
、
す
べ
て
パ
ソ
コ
ン

に
よ
り
計
算
処
理
さ
れ
、
毎
月
の
財
務

状
況
・
経
営
成
績
が
正
確
に
分
か
る

よ
う
に
な
り
、
今
後
の
経
営
指
針
と
す

る
事
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
融
資
に
関
す
る
ご
相
談
や
年

末
調
整
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

〈
記
帳
代
行
の
メ
リ
ッ
ト
〉

　

記
帳
代
行
を
始
め
る
事
で
、
複
数

の
帳
簿
に
転
記
し
た
り
、
試
算
表
な

ど
を
作
成
す
る
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
青
色
申
告
の
特
別
控
除
65
万

円
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
節
税

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
青
色
申
告
で
最
大
55
万
円
の
特
別

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
（
e-

T
a
x
等
に
よ
る
申
告
で
、さ

ら
に
プ
ラ
ス
10
万
円
の
特
別
控
除

を
受
け
ら
れ
ま
す
。）

●
毎
月
の
試
算
表
を
作
成
。
融
資
や

借
り
入
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
！

●
希
望
に
よ
り
、
経
営
指
導
員
に
よ
る

経
営
相
談
も
行
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
よ
り
白
色
申
告
事
業
者

に
お
い
て
も
帳
簿
の
保
存
（
７
年
間
）

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
記
帳
代
行

を
利
用
し
て
、
帳
簿
の
整
理
と
青
色

申
告
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　

記
帳
代
行
に
関
す
る
詳
細
な
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
津
商
工
会
議
所

中
小
企
業
相
談
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

マ
ル
経
融
資
の
ご
案
内

経
営
改
善
を
図
る
な
ら
！

（
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
）

小
規
模
企
業
共
済
制
度

の
ご
案
内

経
営
者
の
退
職
金
・
節
税
対
策
に
も
有
効
で
す

記
帳
代
行
を

　
　
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

正
し
い
記
帳
は
経
営
安
定
の
第
一
歩

1.　1 5
（令和 4年 11月現在）

こんな時に
ご活用ください

7年以内（1年以内） 10年以内（2年以内）

毎月　7,500円（税込）※前年分の資料を2月以降に提出したものについては月額8,000円
記帳代行先：21,000円（税込）　／　記帳代行先以外：25,000円（税込）

記帳代行先：11,000円（税込）　／　記帳代行先以外：22,000円（税込）

記帳代行先：　5,500円（税込）　／　記帳代行先以外：11,000円（税込）

1冊　400円（税込）

令和元年1月1日

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
に
小
林
健
氏

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
に
小
林
健
氏

日
本
商
工
会
議
所

　小
林  

健（
こ
ば
や
し
・
け
ん
）会
頭

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
都
出
身
。71
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
。同
年

三
菱
商
事
入
社
。２
０
１
０
年
社
長
、16
年
会
長
、22
年
相
談
役
。東
京

商
工
会
議
所
で
は
11
年
副
会
頭
、16
年
顧
問
、22
年
か
ら
特
別
顧
問
。

小林会頭（写真＝左）と三村前会頭（写真＝右）

　
日
本
商
工
会
議
所
は
11

月
17
日
、
臨
時
会
員
総
会

を
開
催
し
、
三
村
明
夫
会

頭
の
後
任
に
小
林
健
氏

（
三
菱
商
事
相
談
役
）
を

会
頭
に
選
任
し
た
。
任
期

は
２
０
２
５
年
10
月
31

日
。
な
お
、
東
京
商
工
会

議
所
で
は
11
月
１
日
に
臨

時
議
員
総
会
を
開
催
し
、

小
林
氏
が
会
頭
に
選
任
さ

れ
て
お
り
、
３
期
９
年
の

任
期
を
満
了
し
て
退
任
し

た
三
村
前
会
頭
は
名
誉
会

頭
に
就
任
し
た
。

　
臨
時
会
員
総
会
で
、
小

林
会
頭
は
所
信
を
表
明
。

「
日
本
再
生
・
変
革
に
挑

む
〜
志
を
高
く
、
新
し
い

時
代
を
切
り
拓
く
〜
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
東

商
初
代
会
頭
の
渋
沢
栄
一

翁
の
「
逆
境
の
と
き
こ
そ
、

力
を
尽
く
す
」
と
の
信
念

に
触
れ
、「
今
こ
そ
長
年

の
停
滞
か
ら
抜
け
出
し
、

成
長
へ
と
転
換
す
る
好
機

と
捉
え
、
企
業
経
営
者
が

積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
自
己
変
革
を
呼
び

掛
け
た
。
さ
ら
に
、
民
間

投
資
の
強
力
な
推
進
な
ど

の
「
重
要
政
策
課
題
へ
の

対
応
」
や
、
大
企
業
と
中

小
企
業
の
共
存
共
栄
の
実

現
な
ど
の
「
中
小
企
業
と

地
域
の
重
要
性
と
商
工
会

議
所
の
使
命
・
役
割
」、

そ
し
て
、
現
場
主
義
、
双

方
向
主
義
の
継
承
・
発
展

な
ど
の
「
活
動
方
針
」
を

具
体
策
と
し
て
掲
げ
る
と

と
も
に
、
全
国
の
商
工
会

議
所
と
一
緒
に
な
っ
て
、

志
高
く
、
そ
の
任
を
全
う

し
て
い
く
覚
悟
を
述
べ
ら

れ
た
。

　
ま
た
、
三
村
前
会
頭
か

ら
は
、「
私
の
長
い
ビ
ジ

ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
、

商
工
会
議
所
に
携
わ
っ
た

こ
の
９
年
間
が
最
も
充
実

し
た
時
間
だ
っ
た
。
終
始
、

現
場
主
義
を
貫
き
、
全
国

各
地
の
商
工
会
議
所
も
訪

問
し
た
。
２
０
１
９
年
か

ら
の
３
年
間
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
本
当
に
大
変
だ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
前
と
コ
ロ
ナ

禍
の
今
を
比
べ
る
と
、
各

地
商
工
会
議
所
の
各
種
事

業
に
対
す
る
取
組
が
、
格

段
に
レ
ベ
ル
が
高
く
な
っ

た
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、

災
害
時
の
５
１
５
商
工
会

議
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

困
っ
た
時
に
手
を
差
し
伸

べ
合
う
相
互
扶
助
の
精

神
、
非
常
時
に
即
応
で
き

る
体
制
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
深
く
感
銘
を
受
け

た
。
各
地
商
工
会
議
所
の

更
な
る
地
域
活
性
化
へ
の

取
組
に
感
謝
し
た
い
」
と

３
期
９
年
の
在
任
期
間
中

の
日
商
・
東
商
の
活
動
な

ど
に
つ
い
て
総
括
す
る
と

と
も
に
退
任
の
挨
拶
を
述

べ
ら
れ
た
。

三
村
明
夫
会
頭
の
３
期

９
年
の
軌
跡

　
３
期
９
年
の
任
期
中

「
現
場
主
義
」「
双
方
向
主

義
」
を
貫
い
た
三
村
会
頭

は
、
就
任
後
す
ぐ
に
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪

問
。
そ
の
後
も
、
毎
年
、

被
災
地
を
訪
れ
て
現
場
の

生
の
声
に
常
に
耳
を
傾

け
、
復
興
に
必
要
な
支
援

策
を
政
府
に
粘
り
強
く
働

き
か
け
、
そ
の
多
く
を
実

現
し
た
。
政
府
の
さ
ま
ざ

ま
な
重
要
会
議

に
も
出
席
し
、

現
場
の
声
を
施

策
に
反
映
。
例

え
ば
、
経
済
産

業
省
「
価
値
創

造
企
業
に
関
す

る
賢
人
会
議
」

の
座
長
と
し

て
、
大
企
業
と

中
小
企
業
の
共

存
共
栄
関
係
の

構
築
に
向
け
て

「
取
引
価
格
の

適
正
化
」「
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
の
付
加
価
値
向

上
」
の
重
要
性
を
訴
え
た

結
果
、「
未
来
を
拓
く
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
推
進

会
議
」
に
お
い
て
、「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
」
の
創
設
と
い
う
形
で

実
現
。
そ
の
後
自
ら
が
先

頭
に
立
ち
、
政
府
・
全
国

の
商
工
会
議
所
と
共
に
運

動
を
展
開
し
、
22
年
に
は

宣
言
企
業
数
が
１
万
５
千

社
を
超
え
る
な
ど
の
成
果

を
上
げ
た
。

　
ま
た
、
商
工
会
議
所
一

丸
と
な
っ
た
強
い
働
き
か

け
に
よ
り
、
18
年
度
税
制

改
正
で
、
自
社
株
を
贈
与
・

相
続
す
る
際
の
税
負
担
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
法
人

版
事
業
承
継
税
制
」
の
抜

本
拡
充
も
実
現
。
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
は
、
社
会
経

済
活
動
と
感
染
拡
大
防
止

の
両
立
に
向
け
た
環
境
整

備
を
強
く
求
め
る
と
と
も

に
、
全
国
の
商
工
会
議
所

と
連
携
し
て
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
も
実
現
さ
せ
た
。

　
22
年
に
は
、
天
皇
陛
下

の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
日
商

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式

典
を
開
催
す
る
な
ど
、「
地

域
と
と
も
に
、
未
来
を
創

る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

年
間
を
通
し
て
記
念
事
業

を
実
施
し
た
。

※

記
事
内
の
名
称
・
肩
書

き
は
当
時
の
も
の
で
す
。
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『 

ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
の
心
を
育
て
る
言
葉
３
６
６
日 

』

 

日
本
人
の
美
し
い
生
き
方      

　

日
本
人
は
古
来
、日
本
の
美
し
い

自
然
を
愛
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て

「
大
い
な
る
も
の
に
生
か
さ
れ
て
い

る
」と
感
じ
、神
仏
を
畏（
お
そ
）れ
敬

い
、自
然
と
共
生
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
つ
の
国
の
伝
統
と
文
化
は
、長
い

歴
史
を
通
じ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た

も
の
で
あ
り
、不
思
議
と
そ
の
民
族

を
象
徴
し
ま
す
。私
た
ち
の
祖
先
が

ど
の
よ
う
な
自
然
観
や
死
生
観
を
持

っ
て
い
た
か
、ま
た
、ど
の
よ
う
な
想

像
力
を
持
ち
、何
を
尊
び
、何
を
畏
れ

敬
っ
た
か
を
、日
本
の
伝
統
と
文
化
の

中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

「
日
本
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」と

し
て
約
二
千
年
の
時
を
刻
ん
で
き
た

伊
勢
の
神
宮
の
祭
事
な
ど
は
、そ
の

最
た
る
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
歴
史
や
伝
統
、文
化
を
見

直
す
こ
と
は
、日
本
人
と
し
て
の
精

神
的
な
支
柱
を
確
か
な
も
の
に
し
ま

す
。ま
ず
、身
近
な
地
域
に
伝
わ
る
伝

統
や
文
化
に
触
れ
て
、そ
の
奥
に
流

れ
る「
日
本
人
の
美
し
い
生
き
方
」を

再
発
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

道徳で人と社会を幸せに

モラロジー道徳教育財団公益財団法人 〒277-8654 柏市光ヶ丘2-1-1

新会員のご紹介  ご入会ありがとうございました!! ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の『
標
準
的
な
運
賃
』と

『
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
』に
つ
い
て
国
土
交
通
省

そ

よ
う
こ

中
津
商
工
会
議
所
へ

国土交通省
ホームページ

写真中央＝松垣勇部長、写真左＝上村隆則課長、
写真右から2人目＝末廣恵介主幹

〈
10
月
11
日
㈫
〉

中
津
市
役
所
建
設
部
・
松
垣
勇
部

長
が
中
津
市
都
市
計
画
審
議
会
の

事
前
説
明
に
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
輸
送
の
92
％
を
担

う
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
、
今

般
の
燃
料
価
格
上
昇
に
よ

っ
て
、
最
大
の
危
機
を
迎

え
て
い
ま
す
。
も
し
、
ト

ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

と
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や

事
業
に
大
き
な
支
障
を
き

た
し
て
し
ま
い
ま
す
。
燃
料

価
格
の
上
昇
分
に
つ
い
て

は
、「
標
準
的
な
運
賃
」
の

設
定
や
「
燃
料
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
」
の
導
入
等
に
よ
っ
て

適
正
な
運
賃
収
受
に
つ
な

げ
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の

み
が
そ
の
負
担
を
抱
え
な

い
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

燃
料
価
格
上
昇
は
、
適

正
な
運
賃
収
受
の
重
要
性

に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
「
標
準
的
な
運

賃
」
に
お
い
て
積
算
さ
れ

る
、
人
件
費
、
車
両
更
新

に
要
す
る
費
用
、
事
業
運

営
や
物
流
効
率
化
に
必
要

と
な
る
設
備
導
入
に
要
す

る
経
費
な
ど
を
含
め
、
適

正
な
運
賃
を
収
受
す
る
こ

と
が
物
流
の
持
続
可
能
性

を
確
保
す
る
上
で
重
要
で

す
。

　

荷
主
（
運
送
委
託
者
）

と
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が
協

議
の
上
、
適
正
な
運
賃
に

よ
る
運
送
計
画
の
締
結
を

行
う
こ
と
は
取
引
環
境
の

適
正
化
の
た
め
に
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

燃
料
費
の
上
昇
分
を
反
映

し
た
適
正
な
運
賃
・
料
金

へ
の
見
直
し
に
つ
い
て
ご
理

解
の
ほ
ど
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
か
ら
燃
料
費
の
上
昇
分

を
運
賃
・
料
金
に
反
映
す

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
運
賃
・

料
金
を
不
当
に
据
え
置
く

こ
と
は
、
私
的
独
占
の
禁

止
及
び
公
正
取
引
の
確
保

に
関
す
る
法
律
に
抵
触
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
と
も

に
、
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
に
基
づ
き
、
荷
主
へ
の

働
き
か
け
、
要
請
、
勧
告
・

公
表
等
の
対
象
と
な
り
ま

す
　

本
内
容
に
関
し
て
、
国

土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

の
燃
料
価
格
の
上
昇
に
対

す
る
対
応
に
つ
い
て
」
も
ご

確
認
く
だ
さ
い

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
津

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
仲　

浩
理
事
長
）

は
11
月
７
日
、
環
境

整
備
推
進
委
員
会

（
用
松
勲
委
員
長
）

の
事
業
と
し
て
、「
花

の
植
栽
事
業
」
を
実

施
し
た
。

　

本
事
業
は
、
景
観
や
環

境
の
改
善
、
緑
化
、
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
街
路
樹
の
根
元
に
花
を

植
栽
し
、
景
観
の
整
備
を

行
う
こ
と
で
ク
リ
ー
ン
な
中

津
市
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
市
道
６
２
４

号
線
の
街
路
樹

（
風
の
丘
葬
斎
場

前
道
路
）
に
花
の

苗
を
植
栽
し
た
。

　

当
日
は
、
環

境
整
備
推
進
委

員
会
委
員
を
は

じ
め
、
当
協
議

会
の
理
事
や
事
業

所
ら
合
わ
せ
て

60
名
が
参
加
し

た
。

　

植
栽
し
た
花

の
苗
は
、
色
と
り

ど
り
の
ガ
ザ
ニ
ア

で
合
計
５
８
０

株
。
街
路
樹
の

根
元
に
植
栽
さ
れ

た
花
を
眺
め
る
参
加
者
か

ら
は
、
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ

れ
て
い
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
津
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
は
、「
お
も

て
な
し
の
心
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、

私
た
ち
の
住
む
中
津
地
域

の
産
業
・
文
化
・
歴
史
・

伝
統
の
継
承
と
振
興
及
び

郷
土
に
誇
り
と
愛
す
る
気

持
ち
を
醸
成
し
、
安
全
・

安
心
・
快
適
な
暮
ら
し
の

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

花
の
植
栽
事
業
を
実
施

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
書

「
人
は
話
し
方
が
９
割
」

中
津
商
工
会
議
所
に
寄
贈

中
津
市
表
彰
受
賞

中
津
商
工
会
議
所
が

中
津
市
を
花
いっ
ぱ
い
に

当日は、環境整備推進委員会委員をはじめ、当協議会の理事や
事業所ら合わせて60名が参加した

設置した花の苗は、色とりどりのガザニアで合計580株

『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
』
を
作
成
し
よ
う

　
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
」
は
、
企
業
経
営
者
が

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
付

加
価
値
向
上
の
取
組
を
は
じ

め
、
規
模
・
系
列
等
を
越
え

た
新
た
な
連
携
の
促
進
、
取

引
先
企
業
と
の
望
ま
し
い
取

引
慣
行
の
遵
守
等
に
取
り
組

む
こ
と
を
宣
言
し
、
公
益
財

団
法
人
全
国
中
小
企
業
振
興

機
関
協
会
が
運
営
す
る
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
に
登
録
・

掲
載
す
る
こ
と
で
各
企
業
の

取
組
み
の
「
見
え
る
化
」
を

図
る
も
の
で
す
。

　

す
で
に
１
万
３
千
社
を
超

え
る
企
業
に
よ
る
宣
言
が
公

表
さ
れ
て
お
り
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
共
存
共
栄

と
Ｉ
Ｔ
実
装
支
援
等
の
新
た

な
連
携
を
宣
言
・
公
表
し
た

企
業
に
対
し
て
は
、
指
定
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
広
報
等
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
生
産
性
向
上
促
進
補
助

金
（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築

型
）」
や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

合
理
化
等
事
業
者
支
援
事
業

（※

年
度
ま
た
ぎ
事
業
）
２
次

公
募
」
の
加
点
措
置
が
受
け

ら
れ
る
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

を
作
成
・
公
表
し
ま
し
ょ
う
。

中
津
商
工
会
議
所
が
し
っ
か

り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

本
件
担
当
：
中
津
商
工
会
議

所
・
総
務
課

　

詳
し
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
構
築
宣
言
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
」
と
は

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
も
踏
ま
え
て
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
「
取
引
条
件
の
し
わ
寄
せ
」

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
下
請
取
引
の
適
正
化

を
進
め
る
こ
と
、②
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
付
加
価

値
向
上
の
取
組
や
規
模
・
系

列
等
を
越
え
た
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
新
た
な

連
携
を
促
進
す
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
、
企
業
の
代
表
者

名
で
宣
言
す
る
こ
と
で
、
大

企
業
と
中
小
企
業
に
よ
る「
新

た
な
共
存
共
栄
関
係
」
を
構

築
し
、「
わ
が
国
の
国
際
競
争

力
強
化
」
や
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
克
服
後
の
未
来
を

切
り
拓
く
」
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
す
。

〈
主
な
宣
言

内
容
〉

●
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全

体
の
共
存
共

栄●
規
模
・
系

列
等
を
越
え

た
新
た
な
連

携●
親
事
業
者

と
下
請
事
業

者
の
望
ま
し

い
取
引
慣
行

(

振
興
基
準)

の
遵
守

●
そ
の
他
独

自
の
取
組

ＮＰＯ法人中津まちづくり協議会

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

ビ
ジ
ネ
ス
書
「
人
は
話
し

方
が
９
割
」（
す
ば
る
舎
）

の
著
者
で
、
中
津
市
出
身

の
作
家
、
永
松
茂
久
氏
（
㈱

人
材
育
成
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・

代
表
取
締
役
）
か
ら
、
同

書
７
０
０
冊
を
中
津
商
工

会
議
所
に
寄
贈
し
て
頂
き

ま
し
た
。
永
松
さ
ん
は
本

の
中
で
、「
心
が
変
わ
り
話

し
方
が
変
わ
る
と
、
人
間

関
係
が
大
き
く
変
わ
る
」

と
訴
え
て
お
り
、「
良
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

っ
て
、
良
い
人
間
関
係
を

作
る
参
考
に
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

永
松
氏
は
、
中
津
市

生
ま
れ
。
九
州
各
地
で
の

た
こ
焼
き
の
行
商
や
、
中

津
、
福
岡
市
で
の
飲
食

店
経
営
を
経
て
、
講
演

や
執
筆
活
動
を
開
始
。

現
在
、
住
所
は
中
津
市

に
置
き
な
が
ら
、
東
京

を
主
な
拠
点
と
し
て
、
執

筆
や
出
版
支
援
な
ど
様
々

な
事
業
を
手
が
け
て
い
ま

す
。

　

同
書
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
テ
ー
マ
で
、
２
０

１
９
年
９
月
に
出

版
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
出
版
販
売
発

表
の
２
０
２
１
年

の
年
間
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
の
総
合
部
門

で
は
１
位
に
輝
き

ま
し
た
。

　

自
身
の
飲
食
店
経
営
の

経
験
な
ど
を
基
に
書
か
れ

て
お
り
、「
じ
っ
く
り
言
葉

を
選
び
な
が
ら
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
話
す
」「
相
手
の

気
分
を
害
す
る
余
計
な
ひ

と
言
を
言
わ
な
い
」
と
い
っ

た
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
満
載
。「
叱
る
時
こ
そ
、

相
手
へ
の
敬
意
と
労
い
を
忘

れ
ず
に
」
や
「『
幸
せ
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
』
と
祈
り

な
が
ら
話
す
と
、
す
べ
て

う
ま
く
い
く
」
と
い
っ
た
心

構
え
も
記
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
寄
贈
し
て
頂
い

た
ビ
ジ
ネ
ス
書
「
人
は
話

し
方
が
９
割
」
を
希
望
さ

れ
る
当
所
会
員
に
配
付
し

ま
す
。
数
に
限
り
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
当
所

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

中
津
市
は
11
月
３
日
、

中
津
市
役
所
に
お
い
て
２
０

２
２
年
度
の
中
津
市
表
彰

式
を
開
催
し
た
。
中
津
商

工
会
議
所
は
、
団
体
と
し

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
応
に
尽
力

し
た
功
績
で
表
彰
さ
れ
た
。

中
津
市
表
彰
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
活
躍
し
、
献

身
的
に
尽
力
し
た
団
体
や

個
人
を
表
彰
す
る
も
の
。

自
治
表
彰
５
名
の
ほ
か
、
一

般
表
彰
は
、
個
人
10
名
と

15
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

式
に
は
受
賞
者
や
来
賓
、

県
議
ら
約
40
名
が
出
席
し

た
。
式
の
中
で
奥
塚
正
典

中
津
市
長
は
「
中
津
市
で

は
、
６
年
目
を
迎
え
た
〈
な

か
つ
安
心
・
元
気
・
未
来

プ
ラ
ン
２
０
１
７
〉
を
確
実

に
実
行
し
、〈
く
ら
し
満
足
〉

を
向
上
・
発
展
さ
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
安
心
・
元
気
・
未

来
づ
く
り
の
実
現
に
は
、

郷
土
を
愛
し
、
皆

様
の
よ
う
に
多
年

に
わ
た
り
献
身
的

に
ご
尽
力
い
た
だ

け
る
方
々
の
お
力

が
是
非
と
も
必

要
。
こ
れ
ま
で
の

知
識
や
経
験
を
生

か
し
、
引
き
続
き

ご
協
力
を
賜
り
た

い
。」
と
受
賞
者

を
た
た
え
た
。

ベストセラービジネス書「人は話し方が
９割」を寄贈した永松氏と仲会頭

表彰を受ける仲　浩　会頭

　

中
津
市
で
は
、
中
津
商
工

会
議
所
・
中
津
市
し
も
げ
商

工
会
・
中
津
市
飲
食
業
組

合
と
連
携
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
、
大
き
な
影
響
を
受

け
た
市
内
の
飲
食
店
を
応
援

す
る
た
め
、〈
夜
の
街
に
Ｇ

ｏ
！
Ｇ
ｏ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〉

と
題
し
て
積
極
的
に
夜
の
中

津
に
『
お
で
か
け
』
す
る
こ

と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
税
別
１
千
円
以

上
の
ご
利
用
で
ス
タ
ン
プ
１

つ
進
呈
。
３
つ
の
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
、
ハ
ワ
イ
旅
行

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
、
他

に
も
食
事
券
な
ど
豪
華
賞
品

が
当
た
る
〈
夜
の
街
へ
Ｇ
ｏ
！

Ｇ
ｏ
！
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
〉

を
開
催
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
令

和
５
年
２
月
末
ま
で
。

　

お
う
ち
居
酒
屋
で
満
足
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
夜
の
中
津

に
『
お
で
か
け
』
し
ま
し
ょ

う
っ
！

中
津
の『
夜
』を
楽
し
も
う
！

夜
の
街
に
Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ー
ト
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